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段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響小　

　

阪　
　

敬　
　

志

Ⅰ　

は
じ
め
に

二
〇
一
三
年
九
月
に
企
業
会
計
基
準
委
員
会
（A

S
B
J

）
に
よ
っ
て
、
企
業
会
計
基
準
第
二
一
号
「
企
業
結
合
に
関
す
る
会
計
基
準
」

（
以
下
、
基
準
第
二
一
号
）
お
よ
び
企
業
会
計
基
準
第
二
二
号
「
連
結
財
務
諸
表
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下
、
基
準
第
二
二
号
）
が
改
訂
さ

れ
た
。
こ
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
従
来
「
少
数
株
主
」
と
呼
称
さ
れ
て
い
た
親
会
社
以
外
の
子
会
社
の
株
主
が
「
非
支
配
株
主
」
と
改
称
さ

れ
、
連
結
財
務
諸
表
の
表
示
が
変
更
さ
れ
た
。
ま
た
、
子
会
社
株
式
の
追
加
取
得
時
や
一
部
売
却
時
の
取
扱
い
な
ど
、
会
計
処
理
面
で
の

変
更
も
行
わ
れ
て
お
り
、
基
準
改
訂
に
よ
る
実
務
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。
他
方
、
今
般
の
基
準
改
訂
に
お
い
て
検
討
の
俎
上
に
上
っ

た
も
の
の
、
改
訂
せ
ず
に
現
状
を
維
持
し
た
項
目
も
あ
る
。
特
に
子
会
社
に
対
す
る
支
配
を
喪
失
し
た
際
の
残
存
す
る
持
分
投
資
の
取
扱

い
に
つ
い
て
、
基
準
第
二
一
号
（
六
四
│
三
項
）
で
は
「
…
他
の
会
計
基
準
に
も
影
響
す
る
横
断
的
な
論
点
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、
段
階

一
一
三
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取
得
の
検
討
経
緯
…
を
踏
ま
え
る
と
、
実
務
に
お
け
る
段
階
取
得
の
適
用
状
況
を
ま
ず
検
証
す
べ
き
と
い
う
意
見
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
点

を
踏
ま
え
、
今
後
、
段
階
取
得
の
適
用
状
況
の
調
査
を
含
む
、
企
業
結
合
に
係
る
実
態
調
査
を
適
切
な
時
期
に
始
め
る
こ
と
と
し
、
そ
の

う
え
で
、
…
会
計
処
理
の
検
討
に
着
手
す
る
時
期
を
判
断
す
る
」（
傍
線
は
引
用
者
に
よ
る
。
以
下
同
様
）
と
し
て
い
る
。
支
配
喪
失
時
の
残

存
持
分
投
資
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
国
際
財
務
報
告
基
準
（IF
R
S

）
に
お
け
る
規
定
と
の
間
に
相
違
が
あ
り
、
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
の

観
点
か
ら
足
並
み
を
揃
え
る
に
は
現
行
規
定
の
改
訂
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、A

S
B
J

は
上
記
の
よ
う
に
基
準
改
訂
が
も
た
ら
す
影
響

を
考
慮
し
、
支
配
の
喪
失
と
密
接
に
関
連
す
る
論
点
で
あ
る
段
階
取
得
に
係
る
規
定
の
適
用
状
況
な
ど
の
実
態
調
査
の
必
要
性
を
唱
え
、

今
般
の
改
訂
で
は
取
扱
い
を
変
更
せ
ず
現
状
維
持
す
る
こ
と
と
し
た
（
1
）

。

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
段
階
取
得
に
関
す
る
我
が
国
の
現
行
規
定
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
実
際
の
企
業
に
お
け
る
段
階
取
得
に
係
る
規

定
の
適
用
状
況
を
調
査
す
る
こ
と
で
、
段
階
取
得
の
論
点
を
整
理
し
、
会
計
処
理
の
結
果
生
じ
る
「
段
階
取
得
に
係
る
損
益
」
が
ど
の
よ

う
な
経
済
的
影
響
を
も
た
ら
し
う
る
か
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
る
。

Ⅱ　

段
階
取
得
の
論
点
と
処
理
規
定

段
階
取
得
と
は
、
取
得
が
複
数
の
取
引
に
よ
っ
て
達
成
さ
れ
る
こ
と
を
い
い
（
基
準
第
二
一
号
、
二
五
項
）、
よ
り
具
体
的
に
は
、
複
数

回
の
取
引
に
よ
っ
て
あ
る
企
業
が
他
の
企
業
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
す
る
こ
と
を
い
う
。
基
準
第
二
一
号
（
一
〇
項
）
に
よ
れ
ば
、
他
の

企
業
を
取
得
す
る
企
業
を
「
取
得
企
業
」
と
い
い
、
当
該
他
の
企
業
を
「
被
取
得
企
業
」
と
い
う
。
な
お
、
基
準
第
二
二
号
で
は
、
取
得

企
業
に
該
当
す
る
企
業
を
「
親
会
社
」
と
し
、
被
取
得
企
業
に
該
当
す
る
企
業
を
「
子
会
社
」
と
し
て
い
る
（
六
項
）。

段
階
取
得
は
企
業
結
合
の
一
類
型
で
あ
る
が
、
そ
の
性
質
か
ら
複
数
の
論
点
が
あ
る
。
第
一
に
、
支
配
獲
得
前
に
保
有
す
る
持
分
投
資

一
一
四
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（
以
下
、
非
支
配
持
分
投
資
）
の
会
計
処
理
に
関
す
る
論
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
厳
密
に
は
金
融
資
産
と
し
て
の
持
分
投
資
に
つ
い
て
検
討
す

べ
き
論
点
の
一
部
で
あ
っ
て
、
段
階
取
得
特
有
の
論
点
と
は
言
い
難
い
。
し
か
し
、
段
階
的
な
支
配
の
獲
得
の
会
計
処
理
は
、
非
支
配
持

分
投
資
の
会
計
処
理
方
法
と
密
接
な
関
係
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
本
稿
で
も
検
討
対
象
に
含
め
る
。
第
二
に
、
支
配
獲
得
時
に
お
け
る
非

支
配
持
分
投
資
の
再
測
定
に
関
す
る
論
点
で
あ
る
。
支
配
の
獲
得
と
い
う
経
済
事
象
に
よ
っ
て
、
非
支
配
持
分
投
資
を
支
配
獲
得
時
の
公

正
価
値
（
2
）（fair value

）
で
再
測
定
す
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
複
数
の
見
解
が
存
在
す
る
。
第
三
に
、
非
支
配
持
分
投
資
の
公
正
価
値
に

よ
る
再
測
定
を
行
う
場
合
に
生
じ
る
、
再
測
定
差
額
の
取
扱
い
に
関
す
る
論
点
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
数
値
例
を
用
い
て
現
行
の
日
本
基

準
の
規
定
を
確
認
し
な
が
ら
、
関
連
す
る
論
点
を
検
討
し
て
い
く
。

1
．
非
支
配
持
分
投
資
の
会
計
処
理
規
定

企
業
会
計
基
準
第
一
〇
号
「
金
融
商
品
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下
、
基
準
第
一
〇
号
）
に
よ
れ
ば
、
非
支
配
持
分
投
資
は
、
①
売
買

目
的
有
価
証
券
、
②
そ
の
他
有
価
証
券
、
③
関
連
会
社
株
式
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
（
一
五
項
か
ら
一
八
項
）。
基
準
第
一
〇
号
は
、

金
融
資
産
に
つ
い
て
は
、
期
末
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
が
投
資
情
報
の
提
供
や
企
業
の
財
務
認
識
の
観
点
か
ら
必
要
と
の
基
本
認
識
を

示
し
つ
つ
、
そ
の
保
有
目
的
等
に
よ
っ
て
は
、
公
正
価
値
測
定
が
必
ず
し
も
企
業
の
財
政
状
態
や
経
営
成
績
を
適
切
に
財
務
諸
表
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
保
有
目
的
別
に
会
計
処
理
を
定
め
て
い
る
（
六
五
項
、
六
六
項
お
よ
び
六
九
項
）。

以
下
で
は
簡
単
な
数
値
例
を
用
い
て
、
各
保
有
目
的
に
お
い
て
必
要
と
な
る
会
計
処
理
を
確
認
す
る
。
な
お
、
基
準
第
一
〇
号
だ
け
で
な

く
、
会
計
制
度
委
員
会
報
告
第
一
四
号
「
金
融
商
品
会
計
に
関
す
る
実
務
指
針
」（
以
下
、
委
員
会
報
告
第
一
四
号
）
の
規
定
も
必
要
に
応
じ

て
示
す
。

一
一
五
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【
設
例
】
Ｐ
社
は
以
下
の
よ
う
な
条
件
で
Ｓ
社
の
株
式
を
現
金
購
入
し
た
。
な
お
、
税
効
果
は
無
視
す
る
。
ま

た
、
決
算
日
は
毎
年
三
月
末
で
あ
る
。

　
　

⑴  　

Ｐ
社
は
Ｘ
一
年
四
月
一
日
に
、
Ｓ
社
の
発
行
済
株
式
総
数
の
二
〇
％
を
一
九
〇
で
現
金
購
入
し
た
。

同
日
に
お
け
る
Ｓ
社
の
識
別
可
能
純
資
産
は
七
〇
〇
で
あ
り
、
資
産
お
よ
び
負
債
の
公
正
価
値
は
す
べ

て
帳
簿
価
額
と
一
致
し
て
い
た
。

　
　

⑵  　

Ｘ
二
年
三
月
三
一
日
に
お
け
る
Ｓ
社
株
式
二
〇
％
分
の
株
価
（
公
正
価
値
）
は
、
二
二
〇
で
あ
っ
た
。

な
お
、
Ｘ
二
年
三
月
期
に
Ｓ
社
は
一
〇
〇
の
当
期
純
利
益
を
計
上
し
た
。
こ
れ
以
外
に
純
資
産
の
変
動

要
因
は
な
か
っ
た
。

・
Ｓ
社
株
式
（
非
支
配
持
分
投
資
）
が
売
買
目
的
有
価
証
券
に
分
類
さ
れ
て
い
た
場
合

売
買
目
的
有
価
証
券
（
3
）

と
は
、
公
正
価
値
の
変
動
に
よ
り
利
益
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
保
有
す
る
有
価
証

券
を
い
う
（
基
準
第
一
〇
号
、
一
五
項
）。
上
記
仕
訳
の
と
お
り
、
売
買
目
的
有
価
証
券
は
期
末
に
お
い
て
公
正

価
値
で
再
測
定
さ
れ
、
再
測
定
に
伴
う
差
額
は
、
損
益
と
し
て
処
理
さ
れ
る
（
4
）

。

基
準
第
一
〇
号
（
七
〇
項
）
で
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
の
会
計
処
理
の
根
拠
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。

ま
ず
、
投
資
者
に
と
っ
て
の
有
用
な
情
報
が
、
有
価
証
券
の
期
末
日
時
点
の
公
正
価
値
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

⑴　購入時

（借） 売買目的有価証券 190 （貸） 現 金 190

⑵　決算時

（借） 売買目的有価証券 30 （貸） 有価証券評価益 30

※期末の公正価値220－取得原価190＝30

一
一
六
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（
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七
）

こ
と
か
ら
、
売
買
目
的
有
価
証
券
を
公
正
価
値
に
よ
っ
て
再
測
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
売
買
目
的
有
価

証
券
に
生
じ
た
公
正
価
値
の
変
動
は
、
企
業
に
と
っ
て
の
財
務
活
動
の
成
果
と
考
え
ら
れ
、
さ
ら
に
売
買
目
的
有
価

証
券
に
は
公
正
価
値
で
売
却
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
事
業
遂
行
上
等
の
制
約
が
な
い
こ
と
か
ら
、
再
測
定
に
伴
う
差

額
を
損
益
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
投
資
者
へ
の
情
報
提
供
の
観
点
か
ら
、
公
正
価
値
に

よ
る
再
測
定
が
要
求
さ
れ
、
そ
の
差
額
が
企
業
に
と
っ
て
の
成
果
で
あ
り
、
か
つ
売
却
に
制
約
が
な
い
こ
と
か
ら
測

定
差
額
の
損
益
処
理
が
要
求
さ
れ
て
い
る
。

・
Ｓ
社
株
式
が
そ
の
他
有
価
証
券
に
分
類
さ
れ
て
い
た
場
合

そ
の
他
有
価
証
券
と
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
、
満
期
保
有
目
的
の
債
券
、
子
会
社
株
式
お
よ
び
関
連
会
社
株
式

以
外
の
有
価
証
券
を
い
う
（
基
準
第
一
〇
号
、
一
八
項
）。
上
記
仕
訳
の
と
お
り
、
そ
の
他
有
価
証
券
は
期
末
に
お
い

て
公
正
価
値
で
再
測
定
さ
れ
、
再
測
定
に
伴
う
差
額
は
原
則
と
し
て
純
資
産
の
部
に
直
接
計
上
さ
れ
る
（
5
）

。

基
準
第
一
〇
号
（
七
五
項
か
ら
七
九
項
）
で
は
、
そ
の
他
有
価
証
券
の
会
計
処
理
の
根
拠
を
次
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
。
ま
ず
、
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
の
根
拠
に
つ
い
て
は
、
金
融
資
産
の
評
価
基
準
に
関
す
る
基
本
的
考
え
方
に

基
づ
い
て
い
る
と
す
る
（
基
準
第
一
〇
号
、
七
六
項
）。
す
な
わ
ち
投
資
情
報
の
開
示
や
企
業
の
財
務
認
識
の
観
点
か

ら
の
必
要
性
に
則
っ
て
、
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
点
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
と
同

様
の
根
拠
に
基
づ
い
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
そ
の
他
有
価
証
券
は
事
業
遂
行
上
等
の
必
要
性
か
ら
直
ち
に
売

⑴　購入時

（借） その他有価証券 190 （貸） 現 金 190

⑵　決算時

（借） その他有価証券 30 （貸） その他有価証券評価差額金 30

一
一
七
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買
・
換
金
を
行
う
こ
と
に
は
制
約
を
伴
う
要
素
も
あ
る
と
し
て
、
再
測
定
に
伴
う
差
額
（
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
）
は

損
益
と
し
て
処
理
せ
ず
、
純
資
産
の
部
に
直
接
計
上
さ
れ
る
（
基
準
第
一
〇
号
、
七
七
項
か
ら
七
九
項
）。
我
が
国
の
取
引
慣
行

と
し
て
、
良
好
な
取
引
関
係
の
維
持
・
強
化
を
目
的
に
株
式
持
合
い
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
持
合
株
式
に
代
表
さ
れ
る

そ
の
他
有
価
証
券
は
、
公
正
価
値
が
把
握
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
事
業
遂
行
上
の
観
点
等
か
ら
売
買
・
換
金
す
る
こ
と

に
制
約
が
伴
う
た
め
、
再
測
定
差
額
を
売
買
目
的
有
価
証
券
と
同
じ
よ
う
に
損
益
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
売
買
目
的
有
価
証
券
と
そ
の
他
有
価
証
券
と
で
は
、
公
正
価
値
で
の
売
買
に
制
約
が
あ
る
か

否
か
に
よ
っ
て
、
再
測
定
差
額
の
取
扱
い
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
な
お
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
は
、
連
結
財
務
諸
表

上
、
そ
の
他
の
包
括
利
益
（other com

prehensive incom
e

）
の
一
項
目
と
位
置
づ
け
ら
れ
、
包
括
利
益
の
計
算
過
程
で
当
期

純
損
益
の
金
額
に
加
減
さ
れ
る
（
6
）

。

・
Ｓ
社
株
式
が
関
連
会
社
株
式
に
該
当
す
る
場
合

関
連
会
社
株
式
と
は
、
関
連
会
社
に
対
す
る
持
分
投
資
の
こ
と
を
い
う
。
関
連
会
社
株
式
は
取
得
原
価
を
も
っ
て
貸
借
対

照
表
価
額
と
さ
れ
る
（
基
準
第
一
〇
号
、
一
七
項
）。

基
準
第
一
〇
号
（
七
三
項
お
よ
び
七
四
項
）
に
よ
れ
ば
、
関
連
会
社
株
式
は
他
企
業
へ
の
影
響
力
の
行
使
を
目
的
と
し
て
保

有
す
る
株
式
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
子
会
社
株
式
同
様
、
事
実
上
の
事
業
投
資
（
7
）

と
同
様
の
会
計
処
理
を
行
う
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
関
連
会
社
株
式
に
生
じ
た
公
正
価
値
の
変
動
は
財
務
活
動
の
成
果
と
は
捉
え
ら
れ
ず
、
期
末

⑴　購入時

（借） 関 連 会 社 株 式 190 （貸） 現 金 190

一
一
八



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
四
九
）

に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
も
不
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
個
別
財
務
諸
表
作
成
に

あ
た
っ
て
は
、
特
段
会
計
処
理
は
行
わ
れ
な
い
。
他
方
、
関
連
会
社
株
式
は
連
結
財
務
諸
表
に
お
い
て
持
分

法
（equity m

ethod

）
に
よ
っ
て
評
価
さ
れ
る
（
8
）

。

企
業
会
計
基
準
第
一
六
号
「
持
分
法
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
以
下
、
基
準
第
一
六
号
）
に
よ
れ
ば
、
持
分

法
と
は
、
投
資
企
業
が
被
投
資
企
業
の
資
本
お
よ
び
損
益
の
う
ち
投
資
企
業
に
帰
属
す
る
部
分
の
変
動
に
応

じ
て
、
そ
の
投
資
の
額
を
連
結
決
算
日
ご
と
に
修
正
す
る
方
法
を
い
う
（
四
項
）。
通
常
、
被
投
資
企
業
の

議
決
権
の
二
〇
％
以
上
を
保
有
し
て
い
れ
ば
、
当
該
被
投
資
企
業
は
投
資
企
業
の
関
連
会
社
と
な
り
（
基
準

第
一
六
号
、
五
│
二
項
）、
関
連
会
社
に
対
す
る
投
資
は
持
分
法
の
適
用
対
象
と
な
る
（
六
項
）。
上
記
一
つ
め

の
仕
訳
の
と
お
り
、
Ｓ
社
が
計
上
し
た
当
期
純
利
益
一
〇
〇
の
う
ち
、
Ｐ
社
の
持
分
比
率
に
対
応
す
る
二
〇

だ
け
関
連
会
社
株
式
を
増
額
さ
せ
、
同
額
だ
け
持
分
法
に
よ
る
投
資
損
益
を
貸
方
に
計
上
す
る
（
基
準
第

一
六
号
、
一
二
項
）。
ま
た
、
投
資
日
に
お
け
る
Ｐ
社
の
Ｓ
社
株
式
の
取
得
原
価
一
九
〇
と
こ
れ
に
対
応
す
る

Ｓ
社
の
資
本
一
四
〇
（
純
資
産
七
〇
〇
×
二
〇
％
）
と
の
差
額
五
〇
は
、
の
れ
ん
と
し
て
Ｓ
社
株
式
に
含
め
て

処
理
を
す
る
（
一
一
項
）。
具
体
的
に
は
、
二
〇
年
以
内
の
そ
の
効
果
の
及
ぶ
期
間
に
わ
た
っ
て
、
定
額
法
等

に
よ
っ
て
規
則
的
に
償
却
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
（
基
準
第
二
一
号
、
三
二
項
）。
上
記
二
つ
め
の
仕
訳
で

は
、【
設
例
】
で
生
じ
た
の
れ
ん
に
つ
い
て
、
計
上
年
度
か
ら
五
年
間
で
定
額
法
に
よ
り
償
却
し
て
い
る
。

の
れ
ん
は
Ｓ
社
株
式
に
含
め
て
処
理
す
る
た
め
、
償
却
額
相
当
だ
け
関
連
会
社
株
式
が
減
少
す
る
こ
と
と
な

る
。

⑵　持分法：当期純利益の振替（× 2年 3月期）

（借） 関 連 会 社 株 式 20 （貸） 持分法による投資損益 20

※Ｓ社当期純利益100×持分比率20％＝20

　　持分法：のれんの償却（× 2年 3月期）

（借） 持分法による投資損益 10 （貸） 関 連 会 社 株 式 10

※のれん50÷ 5 年＝10

一
一
九



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
三
五
〇
）

こ
の
よ
う
に
、
非
支
配
持
分
投
資

が
関
連
会
社
株
式
に
該
当
す
る
場
合

に
は
、
公
正
価
値
の
変
動
で
は
な
く
、

被
投
資
企
業
が
計
上
し
た
純
利
益
に

対
す
る
持
分
相
当
額
と
い
う
形
で
投

資
成
果
が
認
識
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

こ
こ
ま
で
の
検
討
結
果
を
ま
と
め
た

も
の
が
【
図
表
1
】
で
あ
る
。

　

2
．
持
分
投
資
の
処
理
の
枠
組
み

現
在
の
日
本
基
準
で
は
、
企
業
会

計
基
準
委
員
会
（
二
〇
〇
六
、
第
四
章
、

五
六
項
お
よ
び
五
七
項
）
に
あ
る
よ
う

に
、
企
業
が
行
う
投
資
の
性
質
を
事

業
投
資
と
金
融
投
資
に
区
別
し
た
上

で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
投
資
の
会
計
処
理

方
法
を
検
討
す
る
考
え
方
が
基
礎
に

【図表 1】非支配持分投資の分類と会計処理

分類 売買目的有価証券 その他有価証券 関連会社株式

個別貸借対照表 公正価値で計上

→投資者への有用

な情報開示のため

公正価値で計上

→投資者への有用

な情報開示のため

取得原価で計上

→公正価値の変動

が財務活動の成果

として捉えられな

い

再測定差額の取

扱い（個別上）

損益

→公正価値での売

買に制約がない

純資産の部に直接

計上

→公正価値での売

買に事業遂行上等

の制約が伴う

再測定されない

連結貸借対照表 公正価値で計上 公正価値で計上 持分法評価額で計

上

→関連会社に対す

る投資成果の反映

再測定差額の取

扱い（連結上）

損益 その他の包括利益

→連結財務諸表で

は包括利益が表示

され、その他有価

証券評価差額金は

その他の包括利益

とされる

損益

→持分法による投

資損益として処理

一
二
〇



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
五
一
）

あ
り
、
持
分
投
資
の
会
計
処
理
も
こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
規
定
さ
れ
て
い
る
。
辻
山

（
二
〇
〇
五
、
一
一
二
頁
）
に
よ
る
と
、「
事
業
投
資
と
は
、
企
業
が
事
業
の
遂
行
を
通
じ
て

成
果
を
得
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
投
資
…
で
あ
り
、
金
融
投
資
と
は
、
も
っ
ぱ
ら
市
場
価

格
の
変
動
に
よ
っ
て
利
益
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
的
に
し
た
投
資
…
で
あ
る
」
と
さ
れ
る

（【
図
表
2
】）。
こ
の
区
別
は
、
投
資
に
先
立
っ
て
事
前
に
ど
の
よ
う
な
成
果
を
期
待
し
て

い
た
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
行
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
、
企
業
の
投
資
対
象
と
な
る

資
産
の
外
形
で
は
な
く
、
投
資
の
実
質
的
な
性
格
か
ら
み
て
事
業
投
資
か
金
融
投
資
か
が

判
断
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

投
資
の
成
果
に
着
目
し
て
区
別
さ
れ
る
事
業
投
資
と
金
融
投
資
と
は
、
投
資
収
益
の
認

識
の
契
機
が
異
な
る
。
事
業
投
資
の
場
合
、
事
前
に
期
待
し
た
成
果
が
事
実
へ
と
転
化
す

る
の
は
、
事
業
活
動
の
リ
ス
ク
に
拘
束
さ
れ
な
い
現
金
等
を
獲
得
し
た
時
点
で
あ
る
。
し

た
が
っ
て
、
投
資
対
象
で
あ
る
資
産
の
公
正
価
値
が
変
動
し
て
も
、
係
る
事
象
が
投
資
成

果
の
認
識
の
契
機
と
は
な
ら
な
い
た
め
、
公
正
価
値
測
定
が
行
わ
れ
ず
原
価
の
ま
ま
据
え

置
か
れ
る
こ
と
と
な
る
（
9
）

。
他
方
、
金
融
投
資
は
事
業
活
動
に
拘
束
さ
れ
な
い
余
裕
資
金
の

運
用
と
し
て
実
行
さ
れ
る
投
資
で
あ
り
、
公
正
価
値
で
売
却
す
る
こ
と
に
何
ら
の
制
約
も

伴
わ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
投
資
対
象
の
公
正
価
値
に
変
動
が
生
じ
れ
ば
、
直
ち
に
事
前

の
期
待
が
事
実
へ
転
化
し
た
も
の
と
認
定
さ
れ
る
（
10
）

。
す
な
わ
ち
、
金
融
投
資
の
対
象
資
産

【図表 2】現行の日本基準の基礎にある投資分類の考え方

事業投資 金融投資

事前に期待する投資の成果 対象資産を使用して企

業の事業を遂行するこ

とで、利益を獲得する

こと

対象資産の公正価値変

動から利益を獲得する

こと

投資の成果が事実へ転化す

る（投資のリスクから解放

される）時点

対象資産を使用した事

業活動より現金等を獲

得したとき

対象資産の公正価値等

が変動したとき

対象資産の測定値 取得原価 公正価値

一
二
一



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
三
五
二
）

は
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
の
対
象
と
な
る
（【
図
表
2
】）。
こ
の
よ
う
な
相
違
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
の
投
資
に
つ
い
て
も
、
そ
の
投

資
収
益
の
認
識
は
「
リ
ス
ク
か
ら
の
解
放
」
と
い
う
概
念
で
統
一
的
に
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
概
念
は
、
企
業
会
計
基
準
委
員
会

（
二
〇
〇
六
）
で
も
採
用
さ
れ
て
お
り
、「
投
資
の
リ
ス
ク
と
は
、
投
資
の
成
果
の
不
確
定
性
で
あ
る
か
ら
、
成
果
が
事
実
と
な
れ
ば
、
そ

れ
は
リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
と
さ
れ
る
（
第
三
章
、
二
三
項
）。

こ
の
考
え
方
に
基
づ
い
て
、
金
融
投
資
に
あ
た
る
売
買
目
的
有
価
証
券
に
は
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
と
測
定
差
額
の
損
益
処
理
が
求

め
ら
れ
、
事
業
投
資
に
あ
た
る
関
連
会
社
株
式
は
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
が
求
め
ら
れ
な
い
と
い
う
、
基
準
第
一
〇
号
の
取
扱
い
が
導

き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
で
は
、
投
資
成
果
の
リ
ス
ク
か
ら
の
解
放
と
期
末
に
お
け
る
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
と
が
、
一
体
の

論
点
と
し
て
検
討
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
例
え
ば
、
売
却
に
制
約
が
伴
う
そ
の
他
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、
公
正
価
値
に
よ
る
再
測

定
差
額
が
投
資
の
リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
た
め
、
そ
も
そ
も
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
、
資
産
測
定
の
問
題
と
測
定
差
額
の
取
扱
い
の
問
題
と
は
別
々
に
議
論
す
る
余
地
が
あ
り
、
実
際
に
は
公
正
価

値
情
報
の
開
示
と
い
う
観
点
か
ら
そ
の
他
有
価
証
券
の
再
測
定
が
求
め
ら
れ
つ
つ
、
そ
の
一
方
で
投
資
の
成
果
と
は
い
え
な
い
（
リ
ス
ク

か
ら
解
放
さ
れ
て
い
な
い
）
測
定
差
額
は
、
損
益
と
し
て
処
理
し
な
い
と
い
う
取
扱
い
が
採
用
さ
れ
て
い
る
と
い
え
る
。
つ
ま
り
、
現
行
の

日
本
基
準
に
お
け
る
非
支
配
持
分
投
資
の
会
計
処
理
の
基
礎
に
は
、
資
産
を
金
融
投
資
と
事
業
投
資
に
分
類
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る

も
の
の
、
そ
れ
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
規
定
が
統
一
的
に
説
明
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
お
、
山
下
（
二
〇
〇
九
ａ
、
一
九
四
頁
お
よ
び

一
九
五
頁
）
で
は
、
多
様
な
性
格
を
有
す
る
そ
の
他
有
価
証
券
に
は
、
金
融
投
資
に
該
当
す
る
も
の
と
事
業
投
資
に
該
当
す
る
も
の
が
あ

り
、
理
論
的
に
は
こ
れ
ら
を
区
別
す
べ
き
で
あ
る
が
、
そ
の
他
有
価
証
券
の
多
様
性
に
鑑
み
る
と
係
る
区
別
は
容
易
で
は
な
い
と
し
て
い

る
。
ま
た
、
斎
藤
（
二
〇
一
三
、
一
七
六
頁
お
よ
び
一
七
七
頁
）
で
は
、
そ
の
他
有
価
証
券
に
含
ま
れ
る
事
業
投
資
（
政
策
投
資
株
式
と
呼
称
し

一
二
二



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
五
三
）

て
い
る
）
に
つ
い
て
、
そ
の
性
格
を
ど
の
よ
う
に
外
形
的
に
証
拠
づ
け
る
か
が
問
題
で
あ
り
、
政
策
投
資
の
切
り
分
け
は
容
易
で
は
な
い

と
し
つ
つ
も
、「
難
し
い
か
ら
区
別
を
や
め
る
と
い
う
の
は
会
計
基
準
の
役
割
を
放
棄
し
た
乱
暴
な
議
論
で
あ
る
」
と
も
し
て
い
る
。

ま
た
、
関
連
会
社
株
式
に
対
し
て
は
連
結
財
務
諸
表
上
、
持
分
法
が
適
用
さ
れ
る
が
、
こ
れ
に
よ
り
認
識
さ
れ
る
投
資
利
益
が
リ
ス
ク

か
ら
解
放
さ
れ
た
も
の
と
み
な
し
う
る
か
に
つ
い
て
は
検
討
の
余
地
が
あ
る
。
例
え
ば
関
連
会
社
が
実
施
し
た
個
別
の
投
資
案
件
に
つ
い

て
、
そ
の
成
果
が
リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
た
（
関
連
会
社
が
現
金
等
を
獲
得
し
た
）
と
し
て
も
、
投
資
企
業
は
、
こ
れ
に
対
応
し
た
現
金
等

を
獲
得
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
持
分
法
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
投
資
利
益
が
リ
ス
ク
か
ら
解
放
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
難
い
（
11
）

。

斎
藤
（
二
〇
一
〇
）
も
、「
持
分
法
で
測
定
す
る
の
は
、
被
投
資
会
社
の
事
業
を
自
社
の
事
業
の
一
環
と
み
た
投
資
の
成
果
で
あ
っ
て
、
単

な
る
株
式
投
資
の
成
果
で
は
な
い
」（
一
七
八
頁
）
と
し
て
、
持
分
法
が
一
般
的
な
持
分
投
資
の
測
定
方
法
と
は
異
な
る
旨
を
指
摘
す
る
。

以
上
の
よ
う
に
、
現
行
の
日
本
基
準
に
お
い
て
は
、
持
分
投
資
の
会
計
処
理
は
保
有
目
的
別
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
事
前
に

期
待
す
る
成
果
と
い
う
観
点
か
ら
投
資
を
二
分
類
す
る
考
え
方
に
支
え
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
い
え
る
。
た
だ
し
、
そ
の
考
え
方
が

持
分
投
資
の
会
計
処
理
全
般
に
一
貫
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
他
有
価
証
券
の
公
正
価
値
測
定
や
関
連
会
社
株
式
に
連
結
上
適
用

さ
れ
る
持
分
法
の
よ
う
に
、
測
定
値
や
再
測
定
差
額
の
取
扱
い
に
つ
い
て
異
な
る
根
拠
に
支
え
ら
れ
て
い
る
部
分
も
あ
る
。

3
．
段
階
取
得
の
会
計
処
理
規
定

基
準
第
二
一
号
（
二
五
項
）
に
よ
れ
ば
、
段
階
取
得
が
行
わ
れ
た
際
の
会
計
処
理
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

⒜　

個
別
財
務
諸
表
上
、
支
配
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
個
々
の
取
引
ご
と
の
原
価
の
合
計
額
を
被
取
得
企
業
の
取
得
原
価
と
す
る
。

一
二
三



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
三
五
四
）

⒝　

連
結
財
務
諸
表
上
、
支
配
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
個
々
の
取
引
す
べ
て
の
企
業
結
合
日
に
お
け

る
公
正
価
値
を
も
っ
て
、
被
取
得
企
業
の
取
得
原
価
と
す
る
。
な
お
、
当
該
被
取
得
企
業
の
取
得
原

価
と
、
支
配
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
個
々
の
取
引
ご
と
の
原
価
の
合
計
額
（
持
分
法
適
用
関
連
会
社
と

企
業
結
合
し
た
場
合
に
は
、
持
分
法
に
よ
る
評
価
額
）
と
の
差
額
は
、
当
期
の
段
階
取
得
に
係
る
損
益
と

し
て
処
理
す
る
。

上
記
に
加
え
て
、【
図
表
3
】
に
示
し
た
よ
う
に
被
投
資
企
業
に
対
す
る
支
配
の
獲
得
は
、
委
員

会
報
告
第
一
四
号
に
お
い
て
有
価
証
券
の
保
有
目
的
区
分
の
変
更
（
12
）

と
し
て
も
規
定
さ
れ
て
い
る

（
八
〇
項
）。

以
下
で
は
、【
設
例
】
に
条
件
⑶
を
追
加
し
て
、
段
階
取
得
時
の
会
計
処
理
を
確
認
す
る
こ
と
と

す
る
。

　
　

⑶  　

Ｐ
社
は
Ｘ
三
年
三
月
三
一
日
に
お
い
て
、
Ｓ
社
株
式
八
〇
％
を
一
三
二
〇
で
現
金
購
入
し

た
（
13
）

。
な
お
、
同
日
に
お
け
る
非
支
配
持
分
投
資
（
二
〇
％
）
の
公
正
価
値
は
三
三
〇
で
あ
っ

た
。
Ｓ
社
は
Ｘ
三
年
三
月
期
に
五
〇
〇
の
当
期
純
利
益
を
計
上
し
た
。
こ
れ
以
外
に
純
資
産

の
変
動
要
因
は
な
か
っ
た
。

【図表 3】段階取得による有価証券の保有目的区分の変更

一
二
四



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
五
五
）

・
Ｓ
社
株
式
が
売
買
目
的
有
価
証
券
に
分
類
さ
れ
て
い
た
場
合

株
式
の
追
加
取
得
に
よ
っ
て
持
分
比
率
が
増
加
し
、
売
買
目
的
有
価
証
券
が
子
会
社
株
式
（
支
配
持
分
投
資
）
に

該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
そ
の
該
当
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
の
公
正
価
値
で
振
り
替
え
、
こ
れ
に
伴
う

差
額
は
振
替
時
の
損
益
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
（
委
員
会
報
告
第
一
四
号
、
八
七
項
）。
よ
っ
て
上
記
の

仕
訳
の
と
お
り
、
Ｐ
社
が
過
去
に
購
入
し
た
Ｓ
社
株
式
は
、
追
加
購
入
日
に
お
け
る
公
正
価
値
で
子
会
社
株
式
に
振

り
替
え
ら
れ
、
再
測
定
に
伴
う
差
額
は
損
益
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と
な
る
。
結
果
、
Ｐ
社
の
個
別
貸
借
対
照
表
で

は
、
Ｓ
社
株
式
は
そ
の
全
体
が
公
正
価
値
一
六
五
〇
で
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
過
去
に
購
入
し
た
二
〇
％
分
の

Ｘ
二
年
三
月
末
の
公
正
価
値
二
二
〇
と
Ｘ
三
年
三
月
末
の
公
正
価
値
三
三
〇
と
の
差
額
が
損
益
と
し
て
処
理
さ
れ
る

こ
と
と
な
る
（
14
）

。

こ
の
処
理
は
、
個
別
上
は
個
々
の
取
引
ご
と
の
原
価
の
合
計
額
を
付
す
こ
と
と
し
て
い
る
基
準
二
一
号
の
規
定
と

は
整
合
し
て
い
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
菊
谷
（
二
〇
一
一
）
で
は
個
別
上
の
保
有
目
的
の
変
更
の
処
理
結
果
を

受
け
て
、
連
結
上
の
段
階
取
得
の
処
理
（
前
述
⒝
）
に
よ
る
「
再
測
定
差
額
は
発
生
し
な
い
」（
一
〇
七
頁
）
と
の
見

解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
個
別
上
の
処
理
で
あ
る
保
有
目
的
変
更
の
処
理
が
段
階
取
得
の
処
理
に
優
先
さ
れ
る
点

に
つ
い
て
は
明
確
な
根
拠
は
な
く
、
む
し
ろ
後
述
す
る
そ
の
他
有
価
証
券
か
ら
子
会
社
株
式
へ
の
変
更
時
の
処
理
の

根
拠
を
考
慮
す
れ
ば
、
売
買
目
的
有
価
証
券
か
ら
子
会
社
株
式
へ
の
変
更
時
に
も
基
準
第
二
一
号
と
整
合
的
な
処
理

規
定
を
設
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑶　追加購入時：保有目的の変更

（借） 子 会 社 株 式 1,650 （貸） 現 金 1,320

売買目的有価証券 220

有価証券評価益 110

一
二
五



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
三
五
六
）

・
Ｓ
社
株
式
が
そ
の
他
有
価
証
券
に
分
類
さ
れ
て
い
た
場
合

株
式
の
追
加
取
得
に
よ
っ
て
持
分
比
率
が
増
加
し
、
そ
の
他
有
価
証
券
が
子
会
社
株
式
に
該
当
す
る
こ
と
と

な
っ
た
場
合
に
は
、
帳
簿
価
額
で
振
り
替
え
る
（
委
員
会
報
告
第
一
四
号
、
八
八
項
）。
そ
の
他
有
価
証
券
に
つ
い

て
は
、
過
年
度
に
計
上
さ
れ
た
評
価
差
額
に
つ
い
て
洗
替
処
理
が
適
用
さ
れ
る
た
め
（
基
準
第
一
一
号
、
一
八

項
）、
上
記
の
一
つ
め
の
仕
訳
の
よ
う
に
期
首
の
時
点
で
Ｓ
社
株
式
の
帳
簿
価
額
は
取
得
原
価
に
戻
さ
れ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｐ
社
が
過
去
に
購
入
し
た
Ｓ
社
株
式
は
、
上
記
二
つ
め
の
仕
訳
の
と
お
り
取
得
原
価
で
子

会
社
株
式
に
振
り
替
え
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
結
果
、
Ｐ
社
の
個
別
貸
借
対
照
表
で
は
、
Ｓ
社
株
式
は
原
価
の

合
計
額
で
あ
る
一
五
一
〇
で
計
上
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。

委
員
会
報
告
第
一
四
号
（
二
八
三
項
）
に
よ
れ
ば
、
保
有
目
的
の
変
更
に
お
け
る
振
替
時
の
測
定
値
は
、
原

則
と
し
て
変
更
前
の
保
有
目
的
区
分
に
お
け
る
評
価
基
準
に
よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
に
よ
れ
ば

そ
の
他
有
価
証
券
か
ら
子
会
社
株
式
へ
の
変
更
時
に
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
と
同
様
に
振
替
時
の
公
正
価
値

に
よ
っ
て
振
り
替
え
ら
れ
、
そ
の
際
の
再
測
定
差
額
は
そ
の
他
有
価
証
券
評
価
差
額
金
と
し
て
処
理
さ
れ
る
は

ず
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
委
員
会
報
告
第
一
四
号
（
二
八
三
項
）
で
は
、
前
述
し
た
基
準
二
一
号
に
お
け
る

段
階
取
得
の
処
理
規
定
の
中
で
「
個
別
財
務
諸
表
上
、
支
配
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
個
々
の
取
引
ご
と
の
原
価

の
合
計
額
を
被
取
得
企
業
の
取
得
原
価
と
す
る
」（
二
五
項
（
一
））
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
処
理
と

整
合
性
を
保
つ
た
め
、
そ
の
他
有
価
証
券
を
子
会
社
株
式
に
振
り
替
え
る
場
合
に
は
、
例
外
的
に
帳
簿
価
額
に

⑶　期首：洗替処理

（借） その他有価証券評価差額金 30 （貸） その他有価証券 30

　　追加購入時：保有目的の変更

（借） 子 会 社 株 式 1,510 （貸） 現 金 1,320

その他有価証券 190

一
二
六



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
五
七
）

よ
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
根
拠
に
よ
る
の
で
あ
れ
ば
、
前
述
し
た
売
買
目
的
有
価

証
券
か
ら
子
会
社
株
式
へ
の
変
更
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
規
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で

あ
り
、
理
論
的
に
見
て
考
え
方
が
一
貫
し
て
い
な
い
（
15
）

。

次
に
、
連
結
財
務
諸
表
上
の
段
階
取
得
の
処
理
が
行
わ
れ
る
。
上
記
上
段
の
仕
訳
に
あ
る
と

お
り
、
当
初
購
入
し
た
二
〇
％
分
の
Ｓ
社
株
式
は
、
企
業
結
合
日
（
支
配
獲
得
日
）
の
公
正
価

値
で
再
測
定
さ
れ
、
再
測
定
差
額
は
当
期
の
段
階
取
得
に
係
る
損
益
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
と

な
る
。
結
果
、
Ｐ
社
の
連
結
財
務
諸
表
作
成
上
、
Ｓ
社
株
式
は
そ
の
全
体
が
支
配
獲
得
日
の
公

正
価
値
で
あ
る
一
六
五
〇
で
測
定
さ
れ
、
こ
れ
が
被
取
得
企
業
Ｓ
社
の
取
得
原
価
と
な
る
。
Ｓ

社
株
式
自
体
は
資
本
連
結
（
基
準
第
二
二
号
、
二
三
項
）
に
よ
っ
て
消
去
さ
れ
る
が
、
段
階
取
得

の
処
理
に
よ
る
Ｓ
社
株
式
の
増
加
額
は
、
の
れ
ん
と
し
て
処
理
す
る
（
企
業
会
計
基
準
適
用
指
針

第
一
〇
号
「
企
業
結
合
会
計
基
準
及
び
事
業
分
離
等
会
計
基
準
に
関
す
る
適
用
指
針
」、
設
例
4
）。
こ
の

処
理
の
根
拠
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

・
Ｓ
社
株
式
が
関
連
会
社
株
式
に
分
類
さ
れ
て
い
た
場
合

基
準
第
一
〇
号
（
一
七
項
）
で
は
、
子
会
社
株
式
と
関
連
会
社
式
と
は
同
一
の
保
有
目
的
区

分
と
し
て
括
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
受
け
て
委
員
会
報
告
第
一
四
号
に
お
い
て
関
連
会
社
株
式

か
ら
子
会
社
株
式
へ
の
変
更
は
、
保
有
目
的
区
分
の
変
更
と
は
捉
え
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、

段階取得の処理

（借） 子 会 社 株 式 140 （貸） 段階取得に係る損益 140

（借） の れ ん 140 （貸） 子 会 社 株 式 140

※当初購入分の公正価値330－取得原価190＝140

⑶　追加購入時（勘定科目名の変更処理）

（借） 子 会 社 株 式 1,510 （貸） 現 金 1,320

関 連 会 社 株 式 190

一
二
七



政
経
研
究　

第
五
十
一
巻
第
二
号
（
二
〇
一
四
年
十
月
）

（
三
五
八
）

基
準
第
二
一
号
の
規
定
に
従
い
、

Ｐ
社
の
個
別
貸
借
対
照
表
で
は
、

Ｓ
社
株
式
は
原
価
の
合
計
額
で
あ

る
一
五
一
〇
で
計
上
さ
れ
る
こ
と

と
な
る
（
関
連
会
社
株
式
か
ら
子
会

社
株
式
へ
の
名
称
変
更
の
み
行
う
）。

次
に
、
連
結
財
務
諸
表
上
の
段

階
取
得
の
処
理
が
行
わ
れ
る
が
、

当
初
購
入
し
た
Ｓ
社
株
式
は
公
正

価
値
で
再
測
定
す
る
前
に
、
支
配

獲
得
日
に
お
け
る
持
分
法
評
価
額

算
定
の
た
め
、
持
分
法
を
適
用
す

る
必
要
が
あ
る
（
基
準
第
二
一
号
、

二
五
項
（
二
））。
そ
の
後
、
持
分

法
評
価
額
と
支
配
獲
得
日
の
公
正

価
値
と
の
差
額
が
段
階
取
得
に
係

　持分法：開始仕訳（× 3年 3月期）

（借） 子 会 社 株 式 10 （貸） 利 益 剰 余 金 10

　持分法：当期純利益の振替（× 3年 3月期）

（借） 子 会 社 株 式 100 （貸） 持分法による投資損益 100

※Ｓ社当期純利益500×持分比率20％＝100

　持分法：のれんの償却（× 3年 3月期）

（借） 持分法による投資損益 10 （貸） 子 会 社 株 式 10

　段階取得の処理

（借） 子 会 社 株 式 40 （貸） 段階取得に係る損益 40

（借） の れ ん 40 （貸） 子 会 社 株 式 40

※公正価値330－持分法評価額290＝40

【図表 4】関連会社株式に分類されたＳ社株式の金額の推移

一
二
八



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
五
九
）

る
損
益
と
し
て
処
理
さ
れ
る
。
こ
こ
ま
で
の
処
理
を
反
映
し
た
当
初
購
入
分
の
Ｓ
社
株
式
の
測
定
値
の
推
移
は
【
図
表
4
】
の
と
お
り
で

あ
る
。

4
．
段
階
取
得
の
会
計
処
理
の
根
拠

以
上
で
確
認
し
た
と
お
り
、
段
階
取
得
が
行
わ
れ
た
場
合
、
支
配
獲
得
前
か
ら
保
有
す
る
非
支
配
持
分
投
資
を
支
配
獲
得
日
の
公
正
価

値
で
再
測
定
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
さ
ら
に
測
定
差
額
は
損
益
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
、
段
階
取
得
の
処

理
を
め
ぐ
っ
て
は
⒜
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
を
行
う
か
否
か
と
い
う
論
点
と
⒝
再
測
定
を
行
う
と
し
て
、
測
定
差
額
を
損
益
と
し
て
扱

う
か
否
か
と
い
う
論
点
が
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
論
点
に
対
し
て
、
我
が
国
の
制
度
が
前
述
の
よ
う
な
取
扱
い
を
採
用
し
た
根
拠
は
何
で

あ
ろ
う
か
。

こ
の
点
、
基
準
第
二
一
号
（
八
九
項
）
で
は
、「
支
配
を
獲
得
し
た
こ
と
に
よ
り
、
過
去
に
所
有
し
て
い
た
投
資
の
実
態
ま
た
は
本
質
が

変
わ
っ
た
も
の
と
み
な
し
、
そ
の
時
点
で
い
っ
た
ん
投
資
が
清
算
さ
れ
、
改
め
て
投
資
を
行
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」
と
し
て
、
段
階
取
得

に
よ
る
支
配
の
獲
得
に
つ
い
て
、
支
配
獲
得
日
の
公
正
価
値
に
よ
る
投
資
の
清
算
と
再
投
資
の
擬
制
を
行
う
考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。
非

支
配
持
分
投
資
の
公
正
価
値
に
よ
る
清
算
（
売
却
）
を
擬
制
す
る
こ
と
に
よ
り
、
⒜
に
つ
い
て
は
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
を
要
求
し
、

⒝
に
つ
い
て
は
再
測
定
差
額
を
損
益
（
売
却
損
益
）
と
し
て
処
理
す
る
と
い
う
結
論
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
持
分
投

資
の
会
計
処
理
方
法
の
基
礎
に
は
、
事
前
に
期
待
し
た
投
資
成
果
の
観
点
か
ら
事
業
投
資
と
金
融
投
資
に
資
産
を
分
類
す
る
考
え
方
が
あ

る
。
確
定
基
準
と
な
る
前
の
企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
第
二
六
号
「
企
業
結
合
に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」（
以
下
、
公
開
草
案
第
二
六
号
）

で
は
、
関
連
会
社
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
し
た
場
合
、「
…
支
配
を
獲
得
す
る
に
至
っ
て
も
事
業
投
資
と
い
う
性
格
は
変
わ
ら
ず
、
当
該

一
二
九



政
経
研
究　

第
五
十
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四
年
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）

（
三
六
〇
）

被
取
得
企
業
に
対
す
る
投
資
は
継
続
し
て
い
る
」（
八
九
項
）
も
の
と
考
え
、
支
配
を
獲
得
す
る
に
至
っ
た
個
々
の
取
引
の
原
価
合
計
額
を

も
っ
て
、
被
取
得
企
業
の
取
得
原
価
と
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
て
い
た
（
二
五
項
）。
す
な
わ
ち
、
支
配
の
獲
得
に
よ
っ
て
金
融
投
資
か
ら

事
業
投
資
へ
と
投
資
の
性
質
が
変
化
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
清
算
と
再
投
資
の
擬
制
に
よ
り
公
正
価
値
で
の
再
測
定
と
測
定
差
額
の

損
益
処
理
を
行
う
一
方
で
、
事
業
投
資
と
し
て
の
性
質
が
継
続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
取
引
擬
制
を
行
え
な
い
の
で
、
再
測

定
も
行
わ
な
い
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
こ
の
考
え
方
は
、
持
分
投
資
の
会
計
処
理
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方
と
整
合
的
に
段
階
取
得
の
会

計
処
理
を
規
定
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
り
、
山
下
（
二
〇
〇
九
ａ
、
一
九
五
頁
）
で
も
事
業
投
資
・
金
融
投
資
間
で
の
投
資
の
性
質
の

変
化
が
、
再
測
定
と
測
定
差
額
の
損
益
処
理
を
行
う
契
機
と
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
有
価
証
券
の
保
有
目
的
別
の
会
計

処
理
を
前
提
と
し
た
場
合
、
事
業
投
資
と
金
融
投
資
の
い
ず
れ
か
に
明
確
に
分
類
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
そ
の
他
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
、

子
会
社
株
式
（
事
業
投
資
）
へ
の
変
化
が
あ
っ
て
も
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
の
適
否
を
明
確
に
判
断
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
る
。

ま
た
基
準
第
二
一
号
（
九
〇
項
）
で
は
、
公
開
草
案
に
対
し
て
「
…
段
階
取
得
に
よ
っ
て
支
配
を
獲
得
し
て
も
、
過
去
に
所
有
し
て
い

た
投
資
の
実
態
又
は
本
質
が
変
わ
っ
た
も
の
と
み
な
せ
な
い
場
合
も
多
く
、
投
資
は
継
続
し
て
い
る
と
考
え
る
方
が
適
当
で
あ
る
と
い
う

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
」
こ
と
な
ど
か
ら
、
非
支
配
持
分
投
資
の
性
質
に
応
じ
て
段
階
取
得
の
会
計
処
理
を
規
定
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ

で
は
な
く
、
非
支
配
持
分
投
資
の
性
質
（
ま
た
は
保
有
目
的
）
に
捕
ら
わ
れ
ず
、
一
律
に
同
じ
取
扱
い
を
す
る
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用

し
た
。
事
業
投
資
と
し
て
の
性
質
が
継
続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
関
連
会
社
株
式
か
ら
子
会
社
株
式
に
変
化
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
ま

で
、
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
と
測
定
差
額
の
損
益
認
識
を
要
求
す
る
の
は
行
き
過
ぎ
で
あ
り
、
公
開
草
案
第
二
六
号
で
提
案
さ
れ
て
い

た
関
連
会
社
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
し
た
と
き
の
み
再
測
定
を
行
わ
な
い
と
い
う
処
理
を
採
用
す
べ
き
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
す
で
に
同
様
の
処
理
を
採
用
し
て
い
た
国
際
的
な
会
計
基
準
と
の
コ
ン
バ
ー
ジ
ェ
ン
ス
図
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
公
開
草
案
第
二
六

一
三
〇
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号
の
提
案
は
採
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

IF
R
S
3 （16

） 

で
は
、「
あ
る
企
業
に
対
す
る
非
支
配
投
資
の
保
有
か
ら
そ
の
企
業
に
対
す
る
支
配
の
獲
得
へ
の
変
化
は
、
そ
の
投
資
の
性
質

お
よ
び
そ
の
投
資
を
取
り
巻
く
経
済
的
な
環
境
の
重
要
な
変
化
で
あ
る
…
。
そ
の
変
化
か
ら
す
る
と
、
そ
の
投
資
の
分
類
お
よ
び
測
定
が

変
化
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
」（par.B

C
384

）
と
し
て
、
支
配
獲
得
前
に
非
支
配
持
分
投
資
が
ど
の
よ
う
に
会
計
処
理
さ
れ
て
い

よ
う
と
、
一
律
し
て
支
配
獲
得
日
の
公
正
価
値
で
再
測
定
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
（par.42

）。
す
な
わ
ち
、IF

R
S
3 

で
は
「
事
前

に
期
待
す
る
投
資
の
成
果
」
で
は
な
く
、「
支
配
の
有
無
」
に
よ
っ
て
投
資
の
性
質
を
捉
え
て
い
る
。
こ
の
考
え
方
と
整
合
的
な
処
理
を

採
用
し
た
現
行
の
日
本
基
準
で
は
、
個
別
財
務
諸
表
に
お
け
る
持
分
投
資
の
会
計
処
理
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方
と
段
階
取
得
が
行
わ
れ
た

際
に
連
結
財
務
諸
表
上
で
行
わ
れ
る
会
計
処
理
の
基
礎
に
あ
る
考
え
方
と
が
一
貫
し
て
い
な
い
と
い
う
問
題
が
生
じ
て
い
る
。
そ
し
て
こ

の
問
題
は
、
さ
ら
に
「
段
階
取
得
に
係
る
損
益
」
を
ど
の
よ
う
な
性
格
の
損
益
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
と
い
う
問
題
を
生
じ
さ
せ
て
い
る
。

段
階
取
得
に
係
る
損
益
が
投
資
の
性
質
が
変
化
し
た
場
合
に
の
み
認
識
さ
れ
る
項
目
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
売
却
取
引
（
の
擬
制
）
か
ら
生

じ
た
「
売
却
損
益
」
と
し
て
の
性
格
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
現
行
の
日
本
基
準
で
は
、
投
資
の
性
質
が
変
化

し
た
と
は
い
え
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
段
階
取
得
に
係
る
損
益
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
段
階
取
得
に
係
る
損
益
は
、
そ

の
性
格
を
説
明
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
り
、
山
下
（
二
〇
〇
九
ａ
）
に
あ
る
よ
う
に
、「
…
事
業
投
資
と
金
融
投
資
と
い
っ
た
投
資
の
性
質

の
概
念
と
は
う
ま
く
な
じ
ま
な
い
も
の
」（
一
九
八
頁
）
で
あ
る
と
い
え
る
。
菊
谷
（
二
〇
一
一
）
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、「
単
に
『
再
測

定
差
額
に
過
ぎ
な
い
』」（
一
一
二
頁
）
と
い
う
漠
然
と
し
た
位
置
づ
け
を
与
え
ざ
る
を
得
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。一

三
一
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Ⅲ　

段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響

前
節
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
単
な
る
再
測
定
差
額
に
過
ぎ
な
い
と
も
い
え
る
段

階
取
得
に
係
る
損
益
は
、
連
結
純
利
益
の
一
部
を
構
成
し
企
業
集
団
の
経
営
成
績

に
影
響
す
る
こ
と
と
な
る
。
ま
た
冒
頭
で
指
摘
し
た
と
お
り
、
基
準
第
二
一
号
で

は
段
階
取
得
に
関
す
る
規
定
が
導
入
さ
れ
て
以
降
の
影
響
調
査
が
課
題
と
さ
れ
て

い
る
。
そ
こ
で
以
下
で
は
、
こ
の
段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
に
つ
い

て
、
実
際
の
企
業
の
財
務
情
報
に
基
づ
き
な
が
ら
実
態
調
査
の
結
果
を
要
約
す
る
。

【
図
表
5
】
は
、
二
〇
一
一
年
三
月
期
か
ら
の
三
会
計
期
間
に
お
け
る
段
階
取

得
に
係
る
差
益
ま
た
は
段
階
取
得
に
係
る
差
損
の
計
上
企
業
と
計
上
年
度
の
連
結

純
損
益
に
占
め
る
割
合
（
絶
対
値
の
平
均
）
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
対

象
企
業
は
、
日
本
基
準
を
適
用
し
て
い
る
東
証
一
部
上
場
企
業
（
三
月
決
算
）
で

あ
り
、
二
〇
一
一
年
三
月
期
か
ら
二
〇
一
三
年
三
月
期
の
い
ず
れ
か
の
連
結
会
計

年
度
に
お
い
て
「
段
階
取
得
に
係
る
差
益
」
と
「
段
階
取
得
に
係
る
差
損
」
の
い

ず
れ
か
ま
た
は
双
方
を
計
上
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
な
お
、
双
方
を
計
上
し
て

い
る
企
業
に
つ
い
て
は
、
差
損
益
の
純
額
を
と
っ
た
上
で
一
社
と
し
て
カ
ウ
ン
ト

し
て
い
る
。
ま
た
「
連
結
純
損
益
に
対
す
る
比
率
」
は
、
段
階
取
得
に
係
る
差
益

【図表 5】段階取得に係る差損益の計上企業と連結純損益への影響

2011年 3 月期 差益計上企業 差損計上企業 全体

企業数 24社 15社 39社

連結純損益に対する比率 12.77％ 3.10％ 9.05％

2012年 3 月期 差益計上企業 差損計上企業 全体

企業数 27社 16社 43社

連結純損益に対する比率 16.55％ 10.54％ 14.31％

2013年 3 月期 差益計上企業 差損計上企業 全体

企業数 28社 15社 43社

連結純損益に対する比率 8.70％ 11.73％ 9.76％

一
三
二
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ま
た
は
段
階
取
得
に
係
る
差
損
の
連
結
純
損
益
に
対
す
る
比
率
を
絶
対
値
と
し
て
計
算
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
内
の
比
率
を
平
均

し
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
数
値
の
中
で
は
「
差
益
を
計
上
し
た
が
連
結
純
損
失
で
あ
っ
た
企
業
」
や
「
差
損
を
計
上
し
た

が
連
結
純
利
益
で
あ
っ
た
企
業
」
は
区
別
さ
れ
て
い
な
い
。

三
会
計
期
間
を
通
じ
て
段
階
取
得
に
係
る
差
益
ま
た
は
段
階
取
得
に
係
る
差
損
を
計
上
し
て
い
る
企
業
は
、
四
〇
社
前
後
と
な
っ
て
い

る
。
ま
た
三
期
間
と
も
差
益
計
上
企
業
数
が
差
損
計
上
企
業
数
を
上
回
っ
て
い
る
。
他
方
、
連
結
純
損
益
に
対
す
る
比
率
に
つ
い
て
は

区
々
と
な
っ
て
お
り
、
差
益
計
上
企
業
で
は
二
〇
一
二
年
三
月
期
が
最
大
の
一
六
・
五
五
％
と
な
っ
て
い
る
一
方
、
差
損
計
上
企
業
で
は

二
〇
一
三
年
三
月
期
の
一
一
・
七
三
％
が
最
大
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
年
度
で
は
差
益
計
上
企
業
よ
り
も
差
損
計
上
企
業
の
受
け
て
い
る

影
響
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
。
た
だ
全
体
平
均
と
し
て
み
る
限
り
、
い
ず
れ
の
会
計
期
間
も
連
結
純
損
益
の
一
〇
％
近
く
あ
る
い
は
そ
れ

以
上
の
額
の
段
階
取
得
に
係
る
差
益
ま
た
は
段
階
取
得
に
係
る
差
損
が
計
上
さ
れ
て
い
る
の
は
注
目
に
値
し
よ
う
。
こ
の
影
響
度
合
い
は

決
し
て
小
さ
く
な
く
、
段
階
取
得
に
係
る
差
益
の
計
上
に
よ
っ
て
連
結
純
利
益
と
な
っ
た
企
業
や
、
逆
に
段
階
取
得
に
係
る
損
失
の
計
上

に
よ
っ
て
連
結
純
損
失
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
企
業
も
存
在
す
る
可
能
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

そ
こ
で
次
に
、
調
査
対
象
企
業
の
う
ち
段
階
取
得
に
係
る
差
益
ま
た
は
段
階
取
得
に
係
る
差
損
の
比
率
が
大
き
か
っ
た
上
位
一
〇
社
を
、

各
年
度
別
に
ラ
ン
キ
ン
グ
し
た
も
の
が
【
図
表
6
】
で
あ
る
。「
段
階
取
得
に
係
る
損
益
」
で
は
差
損
を
負
の
値
と
し
て
表
記
し
て
お
り
、

「
連
結
純
損
益
」
で
は
純
損
失
を
負
の
値
と
し
て
表
記
し
て
い
る
（
金
額
の
単
位
は
い
ず
れ
も
百
万
円
で
あ
る
）。
そ
し
て
「
対
連
結
純
損
益

比
率
」
で
は
、
各
社
の
連
結
純
損
益
に
対
す
る
段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
比
率
を
絶
対
値
で
示
し
て
い
る
。
二
〇
一
二
年
三
月
期
の
第
一

生
命
保
険
や
二
〇
一
三
年
三
月
期
の
大
王
製
紙
に
と
っ
て
は
、
段
階
取
得
に
係
る
差
益
の
対
連
結
純
損
益
比
率
が
一
〇
〇
％
を
超
え
て
い

一
三
三
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【図表 6】各年度別の連結純損益への影響度合一覧

順位 2011年 3 月期 段階取得に
係る損益 連結純損益 対連結純

損益比率
1 双日 10,307 15,981 64.50 %
2 ダイワボウホールディングス 884 1,403 63.01 %
3 東邦亜鉛 2,266 7,545 30.03 %
4 日本水産 238 －921 25.84 %
5 理想科学工業 1,293 6,288 20.56 %
6 住生活グループ 3,009 15,779 19.07 %
7 光通信 98 －701 13.98 %
8 日本製粉 789 6,026 13.09 %
9 システナ 288 2,957 9.74 %
10 日立国際電気 451 －5,065 8.90 %

順位 2012年 3 月期 段階取得に
係る損益 連結純損益 対連結純

損益比率
1 第一生命保険 23,116 20,357 113.55%
2 大王製紙 3,532 －5,321 66.38%
3 住生活グループ 1,118 1,868 59.85%
4 第一工業製薬 －95 165 57.58%
5 東京海上ホールディングス －2,762 6,001 46.03%
6 保土谷化学工業 622 1,623 38.32%
7 共立印刷 233 824 28.28%
8 日本電話施設 291 1,068 27.25%
9 エイチ・ツー・オー　リテイリング 260 1,057 24.60%
10 ワイエイシイ －50 343 14.58%

順位 2013年 3 月期 段階取得に
係る損益 連結純損益 対連結純

損益比率
1 大王製紙 19,411 15,109 128.47%
2 日本電子材料 －90 －172 52.33%
3 三井製糖 －2,121 4,451 47.65%
4 ブラザー工業 －3,843 17,826 21.56%
5 共英製鋼 －417 2,069 20.15%
6 エーアンドエーマテリアル 104 －581 17.90%
7 豊田通商 10,143 67,432 15.04%
8 平和不動産 336 2,455 13.69%
9 ニチモウ 96 728 13.19%
10 ＴＯＷＡ 89 691 12.88%

一
三
四



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
六
五
）

る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
ら
の
ケ
ー
ス
で
は
段
階
取
得
に
係
る
差
益
に
よ
っ
て
連
結
純
利
益
が
計
上
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

第
一
生
命
保
険
で
は
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
よ
りT

ow
er A

ustralia G
roup L

im
ited

の
二
八
・
九
六
％
の
持
分
を
有
し
て
お
り
、
同

社
を
持
分
法
適
用
関
連
会
社
と
し
て
き
た
。
そ
の
後
、
二
〇
一
二
年
五
月
に
株
式
の
追
加
取
得
を
行
っ
て
同
社
を
完
全
子
会
社
化
し
た

（
併
せ
てT

A
L
 L
im
ited

に
社
名
を
変
更
し
た
）。T

A
L
 lim
ited

は
持
株
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
同
社
の
傘
下
に
あ
っ
た
一
二
社
も
第

一
生
命
保
険
の
連
結
の
範
囲
に
含
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
第
一
生
命
保
険
の
第
一
一
〇
期
有
価
証
券
報
告
書
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
前

述
の
二
八
・
九
六
％
の
持
分
に
つ
い
て
は
「
支
配
獲
得
時
ま
で
の
取
得
価
額
」
が
一
九
六
二
三
百
万
円
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
段
階
取

得
に
係
る
差
益
二
三
一
一
六
百
万
円
を
加
え
た
四
二
七
三
九
百
万
円
が
支
配
獲
得
日
に
お
け
る
公
正
価
値
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
関
連
会

社
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
し
た
場
合
に
は
持
分
法
評
価
額
と
支
配
獲
得
日
に
お
け
る
公
正
価
値
と
の
差
額
が
段
階
取
得
に
係
る
損
益
と
し

て
処
理
さ
れ
る
（
基
準
第
二
一
号
、
二
五
項
（
二
））。
し
た
が
っ
て
、
支
配
獲
得
前
に
保
有
し
て
い
た
二
八
・
九
六
％
の
持
分
の
「
支
配
獲
得

時
ま
で
の
取
得
価
額
」
一
九
六
二
三
百
万
円
は
、
持
分
法
に
よ
る
測
定
値
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。

ま
た
大
王
製
紙
で
は
、
そ
れ
ま
で
多
く
が
関
連
会
社
で
あ
っ
た
複
数
の
出
資
先
の
株
式
を
北
越
紀
州
製
紙
株
式
会
社
よ
り
二
〇
一
二
年

七
月
に
取
得
し
、
合
計
二
九
社
に
対
す
る
支
配
を
獲
得
し
た
。
こ
れ
は
グ
ル
ー
プ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
等
の
観
点
か
ら
、
従
来
の
グ
ル
ー

プ
企
業
の
資
本
関
係
を
一
層
強
固
な
も
の
と
す
べ
く
行
わ
れ
た
株
式
取
得
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
三
月
期
に
計
上
さ
れ
た
一
九
四
一
一
百

万
円
の
段
階
取
得
に
係
る
差
益
は
、
一
連
の
株
式
取
得
に
伴
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
。

第
一
生
命
保
険
で
は
、
単
一
の
企
業
（
お
よ
び
そ
の
傘
下
の
企
業
）
の
取
得
か
ら
差
益
を
計
上
し
て
い
る
の
に
対
し
、
大
王
製
紙
で
は
多

数
の
企
業
（
お
よ
び
そ
の
傘
下
の
企
業
）
の
取
得
か
ら
差
益
を
計
上
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
相
違
は
あ
る
も
の
の
、
両
社
は
い
ず
れ
も
段

階
取
得
に
よ
っ
て
連
結
業
績
が
黒
字
化
し
て
い
る
企
業
で
あ
る
。
過
去
か
ら
非
支
配
持
分
投
資
を
保
有
し
て
い
る
投
資
先
に
対
す
る
支
配

一
三
五
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を
獲
得
す
れ
ば
、
過
去
か
ら
保
有
し
続
け
て
い
る
非
支
配
持
分
投
資
の
公
正
価
値
測
定
が
行
わ
れ
る
。
持
分
投
資
の
帳
簿
価
額
と
公
正
価

値
と
の
差
が
大
き
い
ほ
ど
連
結
純
損
益
に
対
す
る
影
響
は
大
き
く
な
り
、
本
節
で
み
た
よ
う
に
連
結
純
損
失
が
段
階
取
得
に
係
る
差
益
に

よ
っ
て
連
結
純
利
益
へ
と
転
換
す
る
こ
と
も
あ
り
う
る
。
特
に
、
古
く
か
ら
保
有
す
る
持
分
投
資
に
つ
い
て
は
多
額
の
差
益
が
生
じ
や
す

く
、
連
結
純
損
益
を
大
き
く
好
転
さ
せ
る
効
果
を
有
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
段
階
取
得
が
も
た
ら
す
効
果
は
、
企
業
集
団
の
経
営
成
績
に

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
う
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
自
体
が
段
階
取
得
を
行
う
目
的
に
な
り
か
ね
な
い
と
い
う
可
能
性
を
孕
ん
で
い
る
と
い
え

よ
う
。

Ⅳ　

む
す
び

以
上
、
本
稿
で
は
現
行
の
日
本
基
準
を
前
提
に
、
段
階
取
得
に
お
け
る
持
分
投
資
の
一
連
の
会
計
処
理
と
、
会
計
処
理
の
結
果
と
し
て

計
上
さ
れ
る
段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
に
つ
い
て
の
実
態
調
査
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
非
支
配
持
分
投
資
の
会
計
処
理
を
題
材
に
、
持
分
投
資
の
会
計
処
理
方
法
を
保
有
目
的
別
に
規
定
し
て
い
る
基
準
第
一
〇
号
の

基
礎
に
あ
る
考
え
方
を
確
認
し
た
。
事
前
に
期
待
し
た
投
資
の
成
果
と
い
う
観
点
か
ら
資
産
を
事
業
投
資
と
金
融
投
資
に
分
類
す
る
考
え

方
は
、
保
有
目
的
別
の
会
計
処
理
を
説
明
す
る
枠
組
み
と
し
て
有
力
で
あ
る
が
、
そ
の
他
有
価
証
券
の
よ
う
に
事
業
投
資
ま
た
は
金
融
投

資
の
い
ず
れ
か
に
明
確
に
分
類
す
る
こ
と
が
困
難
な
保
有
目
的
も
あ
り
、
そ
の
意
味
で
こ
の
考
え
方
に
よ
る
統
一
的
な
会
計
処
理
の
説
明

に
は
限
界
が
あ
る
。
ま
た
、
段
階
取
得
に
よ
る
支
配
獲
得
時
に
は
、
委
員
会
報
告
第
一
四
号
に
お
け
る
保
有
目
的
区
分
の
変
更
の
処
理
と

基
準
第
二
一
号
に
お
け
る
段
階
取
得
の
会
計
処
理
規
定
と
の
関
係
が
問
題
と
な
っ
た
。
保
有
目
的
変
更
の
処
理
と
段
階
取
得
の
処
理
と
は

必
ず
し
も
整
合
し
な
い
部
分
が
あ
り
、
ま
た
段
階
取
得
の
処
理
規
定
の
基
礎
に
は
、
前
述
の
資
産
分
類
に
基
づ
く
清
算
と
再
投
資
の
擬
制

一
三
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段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
六
七
）

と
い
う
考
え
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
公
開
草
案
第
二
六
号
で
は
事
業
投
資
が
継
続
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
、
関
連
会
社
株
式
か
ら
子

会
社
株
式
へ
と
変
化
す
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
公
正
価
値
に
よ
る
再
測
定
を
求
め
な
い
こ
と
を
提
案
し
て
い
た
が
、
確
定
基
準
で
あ
る

基
準
第
二
一
号
で
は
、
日
本
基
準
の
考
え
方
と
は
異
な
る
「
支
配
の
獲
得
を
重
要
な
経
済
事
象
と
位
置
づ
け
る
」IF

R
S
3 

と
整
合
的
な

会
計
処
理
を
採
用
し
た
。
そ
の
結
果
、
段
階
取
得
に
係
る
損
益
に
は
、
一
貫
し
た
考
え
方
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
な
い
単
な
る
再
測
定
差

額
と
し
て
の
性
格
し
か
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
段
階
取
得
に
係
る
損
益
は
連
結
業
績
に

も
影
響
を
及
ぼ
す
。

そ
こ
で
、
近
年
の
日
本
基
準
に
基
づ
く
段
階
取
得
の
処
理
結
果
を
調
査
し
た
結
果
、
段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
連
結
純
損
益
に
お
よ
ぼ

す
影
響
は
大
き
く
、
場
合
に
よ
っ
て
は
企
業
集
団
の
経
営
成
績
で
あ
る
連
結
純
損
益
を
逆
転
さ
せ
る
ほ
ど
の
多
額
の
差
益
が
生
じ
て
い
る

ケ
ー
ス
も
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
他
方
、
連
結
純
利
益
が
純
損
失
に
な
る
ほ
ど
の
差
損
の
計
上
は
な
か
っ
た
。
段
階
取
得
は
単

に
企
業
結
合
の
一
類
型
に
過
ぎ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
括
的
に
支
配
を
獲
得
す
る
場
合
と
は
異
な
り
、
段
階
的
に
達
成
さ
れ
る
支
配

の
獲
得
が
、
企
業
集
団
の
経
営
成
績
を
左
右
す
る
と
い
う
特
徴
を
有
す
る
点
に
は
注
意
を
要
す
る
。
そ
し
て
、
投
資
の
成
果
と
は
位
置
づ

け
が
た
い
項
目
に
よ
っ
て
企
業
集
団
の
経
営
成
績
が
左
右
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
連
結
純
損
益
が
ど
の
よ
う
な
性
格
を
も
っ
た
企
業
集

団
の
経
営
成
績
で
あ
る
の
か
と
い
う
、
大
き
な
問
題
を
提
起
す
る
。
段
階
取
得
に
係
る
損
益
が
段
階
取
得
そ
の
も
の
を
行
う
目
的
に
な
り

か
ね
な
い
と
い
う
危
険
性
に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
1
） 

二
〇
一
四
年
八
月
現
在
、A

S
B
J

か
ら
企
業
結
合
に
係
る
実
態
調
査
の
結
果
等
に
関
す
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
な
い
。

（
2
） 

現
行
の
日
本
基
準
に
お
い
て
は
、「
時
価
」
と
い
う
用
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
公
正
価
値
」
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
提
案
さ
れ

一
三
七
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て
い
る
（
企
業
会
計
基
準
公
開
草
案
第
四
三
号
「
公
正
価
値
測
定
及
び
そ
の
開
示
に
関
す
る
会
計
基
準
（
案
）」。
以
下
、
公
開
草
案
第
四
三
号
）。

公
開
草
案
第
四
三
号
（
四
項
）
に
よ
れ
ば
、
公
正
価
値
と
は
「
測
定
日
に
お
い
て
市
場
参
加
者
間
で
秩
序
あ
る
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
に
、
資
産
の

売
却
に
よ
っ
て
受
け
取
る
で
あ
ろ
う
価
格
…
（
出
口
価
格
）」
を
い
い
、
国
際
的
な
会
計
基
準
の
定
義
と
同
じ
く
、
出
口
価
格
（exit price

）
と
し

て
の
性
格
を
明
示
し
て
い
る
。
た
だ
し
、「
時
価
」
と
「
公
正
価
値
」
と
は
、
文
言
の
違
い
こ
そ
あ
る
も
の
の
、
そ
の
考
え
方
に
大
き
な
違
い
は
な

い
と
理
解
さ
れ
て
き
た
（
公
開
草
案
第
四
三
号
、
二
七
項
）
と
い
う
背
景
に
鑑
み
、
本
稿
で
は
、「
時
価
」
と
「
公
正
価
値
」
を
同
じ
測
定
値
と
し

て
位
置
づ
け
て
、「
公
正
価
値
」
に
統
一
し
て
用
い
る
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
企
業
結
合
会
計
に
お
け
る
公
正
価
値
測
定
を
め
ぐ
る
論
点
に
つ
い
て

は
、
小
阪
（
二
〇
一
三
）
で
考
察
を
加
え
て
い
る
。

（
3
） 

委
員
会
報
告
第
一
四
号
（
六
五
項
）
で
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
に
分
類
す
る
た
め
の
厳
格
な
要
件
を
定
め
て
い
る
。
そ
の
要
件
は
、
一
般
に
、

有
価
証
券
の
売
買
を
業
と
し
て
い
る
こ
と
が
定
款
の
上
か
ら
明
ら
か
で
あ
り
、
か
つ
、
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
業
務
を
日
常
的
に
遂
行
し
得
る
人
材
か
ら

構
成
さ
れ
た
独
立
の
専
門
部
署
に
よ
っ
て
売
買
目
的
有
価
証
券
が
保
管
・
運
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
た
だ
し
、
定
款
上
の
記
載
や
独
立
部
署
を
も
た

な
く
て
も
、
有
価
証
券
の
売
買
を
頻
繁
に
繰
り
返
し
て
い
る
場
合
に
は
、
当
該
有
価
証
券
は
売
買
目
的
有
価
証
券
に
該
当
す
る
）
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
な
厳
格
な
要
件
か
ら
す
れ
ば
、
段
階
取
得
は
売
買
目
的
有
価
証
券
に
対
し
て
は
起
こ
り
得
な
い
よ
う
に
も
思
え
る
。
し
か
し
、
現
実

に
そ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
な
い
と
は
言
い
切
れ
ず
、
な
に
よ
り
、
委
員
会
報
告
第
一
四
号
（
八
七
項
）
に
お
い
て
、
売
買
目
的
有
価
証
券
か
ら
子
会

社
株
式
へ
の
保
有
目
的
区
分
の
変
更
に
つ
い
て
の
規
定
を
設
け
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
4
） 

こ
こ
で
は
Ｓ
社
の
発
行
済
株
式
の
二
〇
％
を
Ｐ
社
が
売
買
目
的
で
保
有
す
る
と
い
う
状
況
を
想
定
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
が
、
売
買
目
的
で
保

有
す
る
限
り
、
Ｐ
社
の
保
有
比
率
が
何
％
で
あ
っ
て
も
こ
こ
で
の
検
討
内
容
が
変
化
す
る
こ
と
は
な
い
。

（
5
） 

例
外
的
に
評
価
損
に
相
当
す
る
測
定
差
額
に
つ
い
て
は
、
損
失
と
し
て
処
理
す
る
こ
と
も
認
め
ら
れ
て
い
る
（
基
準
第
一
〇
号
、
一
八
項
）。

し
か
し
、
こ
の
例
外
処
理
は
従
来
行
わ
れ
て
き
た
会
計
処
理
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
他
有
価
証
券
の
測
定
差
額
の
取
扱
い
に
関
す
る
基

本
的
考
え
方
に
合
致
し
た
方
法
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
本
稿
で
は
例
外
処
理
に
つ
い
て
は
検
討
し
な
い
こ
と
と
す
る
。

（
6
） 

企
業
会
計
基
準
第
二
五
号
「
包
括
利
益
の
表
示
に
関
す
る
会
計
基
準
」（
六
項
）
お
よ
び
基
準
第
二
二
号
（
三
九
項
）。

（
7
） 

資
産
を
金
融
投
資
と
事
業
投
資
に
分
類
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
は
、
後
述
す
る
。

一
三
八



段
階
取
得
に
係
る
損
益
の
経
済
的
影
響
（
小
阪
）

（
三
六
九
）

（
8
） 

個
別
財
務
諸
表
上
で
持
分
法
を
適
用
す
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
の
議
論
も
あ
っ
た
が
、
現
行
の
日
本
基
準
に
お
い
て
は
個
別
上
で
の
持
分
法
適

用
は
認
め
ら
れ
て
い
な
い
。
我
が
国
に
お
け
る
議
論
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
川
本
（
一
九
九
二
）
や
中
野
（
一
九
九
七
）
が
詳
し
い
。
し
か
し
、

二
〇
一
三
年
一
二
月
に
公
表
さ
れ
たIA

S
B

（2013

）
で
は
、
持
分
法
を
個
別
財
務
諸
表
上
で
適
用
す
べ
き
と
の
提
案
が
な
さ
れ
て
お
り
、
今
後
の

基
準
開
発
に
お
い
て
我
が
国
で
も
個
別
財
務
諸
表
に
お
け
る
持
分
法
の
導
入
が
検
討
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
9
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
、
斎
藤
（
二
〇
一
〇
、
六
〇
頁
）
で
は
、
関
連
会
社
株
式
の
よ
う
な
事
業
投
資
の
対
象
資
産
に
つ
い
て
生
じ
た
公
正
価
値
の

変
動
は
、「
成
果
と
関
係
の
な
い
『
放
棄
さ
れ
た
機
会
』
な
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

（
10
） 

斎
藤
（
二
〇
一
三
、
四
〇
頁
）
で
は
、
自
由
な
売
買
が
可
能
な
金
融
投
資
は
、
そ
れ
自
体
が
現
金
等
と
同
等
で
あ
り
、
金
融
投
資
に
生
じ
た
公

正
価
値
の
変
動
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
と
同
じ
性
質
を
持
つ
と
し
て
い
る
。

（
11
） 

こ
の
点
に
つ
い
て
は
小
阪
（
二
〇
一
二
）
で
も
指
摘
し
て
い
る
。

（
12
） 

厳
密
に
は
、
売
買
目
的
有
価
証
券
お
よ
び
そ
の
他
有
価
証
券
か
ら
、
関
連
会
社
株
式
に
該
当
し
た
後
で
、
子
会
社
株
式
に
該
当
す
る
と
い
う

ケ
ー
ス
も
あ
り
う
る
が
、
本
稿
で
は
検
討
の
対
象
外
と
す
る
。

（
13
） 

支
配
プ
レ
ミ
ア
ム
に
つ
い
て
は
、
考
慮
外
と
す
る
。

（
14
） 

売
買
目
的
有
価
証
券
の
再
測
定
差
額
に
つ
い
て
は
、
切
放
処
理
と
洗
替
処
理
の
選
択
適
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る
が
（
委
員
会
報
告
第
一
四
号
、

六
七
項
）、
こ
こ
で
は
切
放
処
理
を
採
用
し
て
い
る
。

（
15
） 

本
稿
で
は
検
討
対
象
外
の
ケ
ー
ス
だ
が
、
そ
の
他
有
価
証
券
か
ら
関
連
会
社
株
式
へ
の
変
更
の
際
も
子
会
社
株
式
へ
の
変
更
時
と
同
様
に
処
理

す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
基
準
第
二
一
号
は
段
階
的
な
支
配
の
獲
得
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
段
階
的
な
影
響
力
の
獲
得
に
つ
い

て
は
、
基
準
第
一
六
号
（
二
六
│
三
項
）
に
お
い
て
、
取
引
ご
と
の
原
価
の
合
計
額
を
用
い
る
旨
の
規
定
が
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
他

有
価
証
券
か
ら
関
連
会
社
株
式
へ
の
変
更
時
の
例
外
処
理
に
つ
い
て
は
、
基
準
第
一
六
号
と
の
整
合
性
を
根
拠
と
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
整
合

性
を
図
る
べ
き
と
し
て
も
、
原
価
の
合
計
額
を
用
い
る
こ
と
と
し
た
明
示
的
な
根
拠
が
基
準
第
一
六
号
に
示
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点
が
残
る
。

（
16
） IF

R
S
3 

に
お
け
る
段
階
取
得
の
会
計
処
理
に
関
す
る
問
題
を
め
ぐ
っ
て
は
、
小
阪
（
二
〇
〇
九
）
で
検
討
し
て
い
る
。

一
三
九



政
経
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七
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